


専門学校アリス学園

ｅ自宅でスキルアップ実務者研修科

10名

令和7年10月15日 ～ 令和8年5月13日 (7か月)

9:00 ～ 15:30

時間数

行事 2Ｈ

就職支援 13H

人間の尊厳と自立 5H

社会の理解Ⅰ 5H

社会の理解Ⅱ 30H

介護の基本Ⅰ 10H

介護の基本Ⅱ 20H

介護過程Ⅰ 20H

介護過程Ⅱ 25H

コミュニケーション技術 20H

発達と老化の理解Ⅰ 10H

発達と老化の理解Ⅱ 20H

認知症の理解Ⅰ 10H

認知症の理解Ⅱ 20H

障害の理解Ⅰ 10H

障害の理解Ⅱ 20H

こころとからだのしく
みⅠ 20H

こころとからだのしく
みⅡ 60H

医療的ケア（講義） 50H

介護業務の効率化 1H

生活支援技術Ⅰ 20H

生活支援技術Ⅱ 30H

介護過程Ⅲ 45H

医療的ケア（演習） 21H

487時間 （学科 371時間 実技 116時間 )

訓練カリキュラム 5-07-17-190-05-0173

実施施設名

訓練科名

定員
就職先

の
職務

社会福祉施設、介護事業所、
病院等における施設介護員、
訪問介護員

訓練期間

訓練時間

訓練概要

介護に関する幅広い利用者に対する基本的な介護提供能力を習得し、今後の制度改正や新たな課題・技術・知見を自ら把
握できる能力を深めるとともに、職務や職場での人間関係に適応して長く継続するための職業人としてのビジネスコミュ
ニケーションを高め、意欲と向上心を持って社会福祉施設・介護事業所や病院等での介護業務に従事できる人材を目指し
ます。

訓練目標
社会福祉および関連領域の基礎知識と介護の技術・専門知識を理解し、さらに医療的ケアの演習を通して、吸痰・経管栄
養の知識・技能を深め、実務者研修修了を目指し、介護従事者として介護全般の業務ができる即戦力となる人材となるこ
とを目標とします。
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科　　　　目 科　　　目　　　の　　　内　　　容

学
　
　
　
科

オリエンテーション

自己紹介、評価方法、介護哲学、福祉の価値観、福祉施設種別・活動訪問にあたっ
て、希望施設選定、自己理解、職業意識、キャリアアンカー探し、ジョブカードの
作成・活用

①人間の尊厳、自律の支援　②ノーマライゼーション　③利用者のプライバシーの
保護権利擁護等介護の基本理念

①介護保険制度の成立の背景　②制度の目的、サービスの種類および内容　③介護
保険の申請から利用までの流れ　④介護保険の利用にあたっての利用者負担等の内
容について利用者への助言

①家族、地域、社会との関連からの生活と福祉　②社会の生活のしくみについて理
解　③地域共生社会の実現に向けた制度や施策の理解　④地域包括ケアのしくみ
④社会保障制度の発達、体系、財源　⑤障害者総合支援法の体系、目的、内容、介
護実践に関連する諸制度の概要

①介護福祉士制度　②尊厳の保持、自立に向けた介護の考え方と展開　③介護福祉
士の倫理

①人間の心理　②人体の構造と機能　③身体の仕組み、心理・認知機能等を踏まえ
た介護におけるアセスメント・観察のポイント、介護・連携等の留意点

①介護を必要とする人の生活の理解と支援、自律に向けた介護②介護実践における
連携　③介護における安全の確保とリスクマネジメント　④介護福祉士の安全

①介護過程の基礎的知識　②介護過程の展開　③介護過程とチームアプローチ

①介護過程の展開の実際 　②必要な利用者の状態を理解

①介護におけるコミュニケーション技術　②介護場面における利用者・家族とのコ
ミュニケーション　③介護におけるチームのコミュニケーション　④利用者の感
覚・運動・認知等の機能に応じたコミュニケーション技法の選択を理解

①老化に伴う心の変化と日常生活への影響、②老化に伴うからだの変化と日常生活
への影響

①ライフサイクル各期の発達の定義　②人間の成長と発達を学ぶ過程で欠かせない
老年期の発達・成熟と心理　③高齢者に多い症状・疾病等と留意点

①基礎的知識　②今日的な認知症ケアの理念認知症ケアの理念　② 認知症による生
活上の障害、心理、行動の特徴　③認知症の人とのかかわり・支援の基本

①医学的側面から見た認知症の理解　②認知症の人の諸情報を得てアセスメント、

体制

①障害者福祉の理念　②障害による生活障害、心理・行動の特徴　③障害児者や家
族へのかかわり・支援の基本

ついてアセスメントし、状況に合わせた支援について理解　③地域におけるサポー
ト体制

介護に関係した身体の仕組みの基礎的な理解（移動・移乗、食事、入浴・清潔保
持、排泄、着脱、整容、口腔清潔等）

①口腔内、鼻腔内、気管カニューレ内の吸引前・吸引中・吸引後の利用者の状態観
察を理解するとともに、吸引前・吸引中・吸引後の留意点を習得
②胃ろう（腸ろう）、経鼻経管栄養の注入前・中・後の利用者の状態観察を理解す
るとともに、注入前・中・後の留意点を習得
③ 医療職と介護職との連携状況を把握し、各職種の役割を明確に理解

介護現場ICT化の現状、課題、デジタル化に向けて

実
　
　
　
　
　
　
技

①生活支援とＩＣＦ　②ボディメカニクスの活用　③ 自立に向けた生活支援技術の
基本　④利用者の生活環境の整備（住環境の整備・福祉用具の活用）

①環境整備、移動移乗、食事、入浴・清潔保持、排せつ、着脱、整容、口腔清潔、
休息、睡眠、人生の最終段階における介護、福祉用具の活用、などについて利用者
の心身の状態に応じた、自立に向けた生活支援技術を理解、実施

①介護過程の展開の実際　②介護技術の評価

① 医療的ケア実施の基礎を理解し安全・適切に実施　②喀痰吸引、経管栄養の基礎
知識をもとに技術を習得、手順に従って実施　③救急法蘇生法演習

計 総訓練時間

取得可能な資格・検定
(別途資格試験等の受検を要するもの)

修了時取得できる資格等
(修了時別途資格試験等を受検することなく

取得できるもの)
介護福祉士実務者研修修了(修了要件を満たした方のみ）

主　要　な　機　械　設　備 介護用ベット、車いす、特別浴槽、シャワー浴槽、一般浴槽、医療的ケア用シュミレーター

※記載内容について、一部変更となる場合があります。

過去に実施した職業訓練の
就職率（類似分野）

令和４年度 ※対象訓練なし

令和５年度 ※対象訓練なし

令和６年度 ※対象訓練なし


